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概要(ABSTRACT)

PLA -92 - 7のビームラインを修正したので報告する。修正の要点は、

1.磁石の長さを長くして、5,6,7 cmの３種類とした。B'max=41.0T/mo
2､ベータ関数を小さくする磁石の配置とした。pmax = 2.２ m (20 mA)。
3. BENDが入る長ざを２6 cmにした。
4. RFQ出口の最初のＱを9 cmの位置に置いた。
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R FQとDTLの間のビームライン試案の修正Ⅲ

930114加藤隆夫

PLA -92 - ７のピームラインを修正したので報告する。修正の要点は、

1.磁石の長ざを長くして、5,6,7 cmの４種類とした。B'max=41.01ｿｍｏ
２､ベータ関数を小さくする磁石の配置とした。Bmax = 2.2 m (1=20 mA)。
3. BENDが入る長ざを２６ cmにした。
4. RFQ出口の最初のＱを9 cmの位置に置いた。
5. CODE LEBTには、パンチャー部のdefocusing,加速電場の半径依存‘性を組み込んだ。

修正したビームラインを図１に示す。全長は1.66 mである。途中0.86 mの位置にパ
ンチャーを設置する。今までに作ってきたプログラムをまとめてＢ耐Ｄとなずけた。こ
れは､空間電荷効果と、パンチャーのdefocusing力を組込み{  6次元のビームエリプス
の運動を計算するｿﾌﾄであり､MAC上のTrue Basicで書がれている｡これで計算した
β関数を図２に示す。図の中の丸印は、CODE LEBTの計算結果を表している。ある程
度一致していると言えよう。図３には、ビームライン上の位相幅とエネルギー幅の変化
を示す。図４に、DTLの入射点に於けるマッチングの様子を示す。このラインの特徴は、

禄
（

空間電荷効果によるエ'ノプスの回転角が小きい事である。

Table 1にパラメーターをまとめた。

参考文献

Ｔ・Kato, "New design of an RF beam chopper," 7th Symposium on Accel・Sci.

T.Kato,PLA-89-16, "RFQとDTLの間のビームライン試案”
T. Kato, PLA-91-2, "RFQとDTLの間のビームライン試案の修正”
T. Kato, PLA-92-2, "JHPパンチャーの設計”
T. Kato, PLA-92-4, "JHP 1 GeV linac入射部高周波及びビーム加速テスト案”
T. Kato, PLA-92-5, "JHPビーム加速用ビームラインの設計における

空間電荷効果の扱い方'，
T. Kato, PLA-92-6, "RFQビームラインの試案”
T. Kato, PLA-92-7, "RFQとDTLの間のビームライン試案の修正11"
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(計算はLD9までおこなっている）
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RFQとDTLの間のビームライン試案の修正１１l追加

930129加藤隆夫

PLA -92 - ８のビームラインを修正したので報告する。修正の要点は、

1.磁石の長ざを長くして、5,6,7 cmの３種類とした。B'max=42.9 T/mo
２.ベータ関数を小きぐする磁石の配置とした。βmax = 2.2 m (1=20 mA)。
3. BENDが入る長ざを26 cmにした。
4. RFQ出口の最初のＱを9 cmの位置に置いた。
5. CODE LEBTには、パンチャー部のdefocusing,加速電場の半径依存'性を組み込んだ。

修正したビームラインを図ｌに示す。全長は1.66 mである。途中0.86 mの位置にパ
ンチャーを設置する。今までに作ってきたプログラムをまとめてBT３Dとなずけた。こ
れは、空間電荷効果と、パンチャーのdefocusing力を組込み、６次元のビームエリプス
の運動を計算するソフトであり、MAC上のTrue Basicで書かれている。これで計算した
β関数を図２に示す。図の中の丸印は、CODE LEBTの計算結果を表している。ある程
度一致していると言えよう。図３には、ビームライン上の位相幅とエネルギー幅の変化
を示す。図４に、ＤＩＬの入射点に於けるマッチングの様子を示す。このラインの特徴は、
空間電荷効果によるエリプスの回転角が小きい事である。図５に改訂前との比較を示す。
Code LEBTによる計算では両者に殆ど差はない。むしろ、改訂前の方がエミッタンス増
加が小さい位であるが、磁場の強ざが後者の方が大分弱いので後者を第一順位とした。
この二つは、実際のビームラインにで簡単に実験出来るので楽しみとなろう。

御、

Table 1にパラメーターをまとめた。
参考文献(帆

T. Kato, "New design of an RF beam chopper," 7th Symposium on Accel・Sci.

T. Kato, PLA-89-16, "RFQとＤⅡの問のビームライン試案”
T. Kato, PLA-91-2, "RFQとＤｎの間のビームライン試案の修正”
T. Kato, PLA-92-2, "JHPパンチャーの設計”
T. Kato, PLA-92-4, "JHP 1 GeV linac入射部高周波及びビーム加速テスト案”
T. Kato, PLA-92-5, "JHPビーム加速用ビームラインの設計における

空間電荷効果の扱い方”
T. Kato, PLA-92-6, "RFQビームラインの試案”
T. Kato, PLA-92-7, "RFQとDTLの間のビームライン試案の修正11"
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四ｓ故言了
知 称
画名,）

届くveM)と攻言丁懲ら唇子元しMも、，
で改号7両迄みく‘Ｍ
中闇毛；了髄でふざ。僻


